
          ２０１７年度 第２回 

中京大学所蔵国書善本展示会 
 

中京大学名古屋図書館は、２０１７年度の第２回国書善本展示会を下記の日程で開きます。 

普段は貴重書庫に置かれて一般には公開されていない貴重な図書です。ぜひご高覧ください。 

 

展示場所： 中京大学名古屋図書館１階 

展示期間： ６月２日（金）～７月３１日（月） 

    展示作品  

    １．名府
め い ふ

梵天
ぼんてん

図絵
ず え

・・・・・・・江戸中期       ４巻４冊 

     猿猴
え ん こ う

庵
あん

こと尾張藩士高力
こ う り き

種
たね

信
のぶ

が著した、名古屋の梵天祭における山車行列の絵 

図集。この祭りは、町々が造形物（梵天）を作って練り歩いた祭礼。中京大本は天明 

５年（１７８５）の梵天祭を描いたもので、貴重な資料である。 

 



    ２．沙
し ゃ

石集
せきしゅう

・・・・・・・・・・・・・・江戸初期        １冊 

     『沙石集』は、尾張国木賀崎（現・名古屋市東区）の長母寺
ち ょ う ぼ じ

住持の無住
む じ ゅ う

によって、 

鎌倉時代後期に現された。卑俗の説話を例として、仏教の教えを説く啓蒙的な仏教 

説話集。中京大本は元和４年（１６１８）刊の古活字版
こ か つ じ ば ん

で、刊七下１冊のみの端本
は ほ ん

。 

      

 

    ３、遊行
ゆ ぎ ょ う

柳
やなぎ

・・・・・・・・・・・・・・江戸初期        １冊 

     観世
か ん ぜ

信光
のぶみつ

作の謡曲
よ う き ょ く

。活字で刷られた美麗な能の楽譜。遊行の僧が白河関の辺り

で老人に出会い、朽木の柳に案内される。僧の念仏によって柳の精が現れ、謡い

舞い、夜明けに消えるという内容。表紙にも本文の紙にも雲母
き ら

摺
ず

りの模様がある。 

       


